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15
日
㈫
午
後
２
時
か
ら
、
教
育
庁

舎
内
で
公
開
抽
選
を
し
ま
す
。

対
象　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
登

録
者
（
市
内
在
住
の
小
学
校
４
年

生
〜
中
学
生
）

※
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
へ
の
登

録
方
法
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
２
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
展

示
室

内
容　

県
北
地
域
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
『
劇
団
Ｑ
』
の
俳
優
さ
ん
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
。
パ
ン
ト
マ
イ
ム
な
ど
、
楽

し
く
表
現
方
法
を
体
験
で
き
ま
す
。

定
員　

30
人

申
し
込
み　

１
月
11
日
㈮
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、

問
い
合
わ
せ
先
へ

※
友
達
同
士
な
ど
、
複
数
人
で
参

加
し
た
い
か
た
は
、
は
が
き
１
枚

に
参
加
人
数
分
の
氏
名
を
記
入
の

上
、
抽
選
し
た
際
、
人
数
分
当
選

し
な
か
っ
た
場
合
、『
全
員
行
か

な
い
』
ま
た
は
『
当
選
人
数
分
参

加
す
る
』
の
ど
ち
ら
か
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
１
月

〈
往
復
は
が
き
の
記
入
例
〉

郵便往復はがき （返信裏）

往信

3 6 6 0 8 2 3

深
谷
市
本
住
町
17‐

３

※

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

深
谷
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

『
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
』

　
　

演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
係

郵便往復はがき （往信裏）

返信
申
込
者
の
住
所

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
登
録
者
の

氏
名

学
校
名
・
学
年

〔
全
員
行
か
な
い
〕
ま
た
は

〔
当
選
人
数
分
参
加
す
る
〕

付
添
人
の
人
数

申
込
者
の
お
名
前

申込者の郵便番号

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
準
備

講
習
会

1
準
備
講
習
会（
種
別
：
乙
４
類
）

と
き　

２
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

と
こ
ろ　

キ
ラ
ラ
上
柴

定
員　

１
２
０
人

受
講
料　

会
員
＝
９
，７
０
０
円
、

非
会
員
＝
１
０
，７
０
０
円

※
会
員
＝
深
谷
地
区
防
火
安
全
協
会

に
加
入
し
て
い
る
事
業
所
と
従
業
員

申
し
込
み　

１
月
15
日
㈫
〜
２
月

８
日
㈮
ま
で
に
、
受
講
料
を
問
い

合
わ
せ
先
へ

2
試
験
（
種
別
：
全
類
）

と
き　

３
月
３
日
㈰

と
こ
ろ　

埼
玉
工
業
大
学

受
験
料　

甲
種
＝
５
，０
０
０
円
、

乙
種
＝
３
，４
０
０
円
、
丙
種
＝

２
，７
０
０
円
（
郵
便
振
り
込
み
）

申
し
込
み　

１
月
21
日
㈪
〜
30
日

㈬
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
願
書

を
郵
送
で
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
埼
玉
県
支
部
へ

甲
種
防
火
管
理
講
習
会

1
新
規
講
習
会

と
き　

２
月
７
日
㈭
・
８
日
㈮
午

前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時
50
分

と
こ
ろ　

消
防
本
部

定
員　

先
着
１
０
０
人

受
講
料　

３
，８
０
０
円

消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
甲
種

防
火
管
理
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
所
な
ど

①
収
容
人
員
が
10
人
以
上
の
社
会

福
祉
施
設

②
収
容
人
員
が
30
人
以
上
で
建
物

面
積
が
３
０
０
㎡
以
上
の
不
特
定

多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
施
設

③
収
容
人
員
が
50
人
以
上
で
建
物

面
積
が
５
０
０
㎡
以
上
の
共
同
住

宅
、学
校
、工
場
な
ど
の
特
定
多
数

の
人
が
出
入
り
す
る
施
設

2
再
講
習
会

対
象　

収
容
人
員
が
３
０
０
人
以

上
の
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り

す
る
施
設
の
防
火
管
理
者
で
、
資

格
を
取
得
し
て
か
ら
５
年
が
経
過

す
る
か
た

と
き　

２
月
５
日
㈫
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

と
こ
ろ　

消
防
本
部

定
員　

先
着
50
人

受
講
料　

２
，５
０
０
円

【
1 

2
共
通
事
項
】

申
し
込
み　

１
月
８
日
㈫
か
ら
、

申
込
書
・
写
真
１
枚
（
縦
３
㎝
×

横
２
・
４
㎝
）・
受
講
料
を
問
い

合
わ
せ
先
ま
た
は
花
園
消
防
署
へ

『第4期ふかや市民大学』の受講生募集
●問い合わせ　ふかや市民大学事務局（生涯学習課・☎572‐9581）

予防課からのお知らせ
●問い合わせ　予防課（☎571‐0913）

生
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

す
る
も
の
で
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
満
た
す
か
た

①
市
内
在
住
か
在
勤

②
深
谷
市
に
関
心
が
あ
り
、
地
域

に
積
極
的
に
か
か
わ
る
意
欲
が
あ

る③
平
成
25
年
４
月
１
日
㈪
現
在
で

16
歳
以
上

と
き　

原
則
毎
月
第
２
・
４
土
曜

日
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

（
開
校
式
を
含
む
全
20
回
）

定
員　

80
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
抽
選
結
果
は
全
員
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
）

入
学
金
（
学
費
）
１
万
円

※
市
外
で
の
講
座
お
よ
び
芸
術
鑑

賞
の
入
場
料
な
ど
は
、
別
途
負
担

申
し
込
み　

１
月
７
日
㈪
〜
２
月

28
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
応

募
用
紙
を
直
接
、
問
い
合
わ
せ
先

ま
た
は
市
役
所
本
庁
舎
総
合
案

内
、
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
公

民
館
へ

　
『
ふ
か
や
市
民
大
学
』
は
、

市
民
の
生
涯
学
習
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
理
解
を
深

め
、
学
習
を
通
し
て
人
と
人

と
が
つ
な
が
り
、
そ
こ
で
の

学
習
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
に

アーティスト倶
く

楽
ら

部
ぶ

　演劇ワークショップ
　●問い合わせ　生涯学習課（☎572‐9581）

国民年金からのお知らせ
●問い合わせ　熊谷年金事務所（☎522‐5132）　保険年金課（☎574‐6641）　岡部市民生活課（☎585‐2213）

川本市民生活課（☎583‐2783）   花園市民生活課（☎584‐1121）    

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
か
た

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
て
、
学
生
・
自

営
業
者
・
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
（
無

職
の
か
た
を
含
む
）、
第
１
号
被

保
険
者
と
な
る
か
た
は
、
住
所

地
の
市
区
町
村
役
場
で
加
入
手

続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
加
入
者
（
第

２
号
被
保
険
者
）
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
（
第
３
号
被
保

険
者
）
の
か
た
が
20
歳
に
な
っ

た
と
き
は
、
第
２
号
被
保
険
者

の
勤
務
先
を
経
由
し
て
加
入
手

続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

（
第
２
号
被
保
険
者
が
20
歳
に

な
っ
た
と
き
は
、
加
入
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
１
４
，９
８
０
円
で
す
。

　

学
生
の
か
た
や
経
済
的
に
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
か
た
の
場
合

は
、『
学
生
納
付
特
例
』
や
『
若

年
者
納
付
猶
予
』
な
ど
、
保
険
料

の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
加
入
手
続
き
と
併

せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ

て
い
る
と
、
年
金
（
老
齢
年
金
や

障
害
年
金
な
ど
）
が
受
け
取
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
な
ど
の

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と

す
る
公
的
年
金
を
受
け
取
ら
れ
て

い
る
か
た
に
は
、
１
年
間
に
支
払

わ
れ
た
年
金
の
金
額
や
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
額
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る
『
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
』
が
１
月
中
旬
〜
下
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、
確
定
申

告
や
、
源
泉
徴
収
の
還
付
を
受
け

る
際
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

※
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
を
受
け

て
い
る
か
た
に
は
、
源
泉
徴
収
票

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
は
、
熊

谷
年
金
事
務
所
ま
た
は
『
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
』（
☎
０
５
７
０
‐

05
‐
１
１
６
５
）
へ

とき 内容（講座テーマなど）

4月20日㈯ 開校式、学長講話、オリエンテーションなど

5月11日㈯ 渋沢栄一の青雲のこころざし

5月25日㈯ 防災学習センター・さきたま古墳公園見学

6月  8日㈯ 王国ボランティア、種まき講習

6月22日㈯ 認知症サポーター養成講座

7月  6日㈯ 高齢者看護と福祉施設

7月20日㈯ 救命講習入門

8月31日㈯ 深谷の持つ資源を生かしたまちづくり

9月  7日㈯ 学校支援ボランティア

9月28日㈯ 自主講座

10月12日㈯ 放射線と食品

10月19日㈯ 富岡製糸場・碓
う

氷
すい

峠
とうげ

鉄道遺産見学
11月  9日㈯ 成年後見制度

11月17日㈰ クラシックコンサート

12月  7日㈯ 和算家藤
ふじ

田
た

雄
ゆう

山
ざん

貞
さだ

資
すけ

12月21日㈯ 生活習慣病の予防

1月11日㈯ 花園地区の無形民俗文化財

1月25日㈯ 岡部地区ゆかりの人物と文化財

2月  1日㈯ 多文化共生の地域づくり

2月15日㈯ 市内の産業、卒業式


